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論文内容の要旨 
背景：ルラシドンは 2010年に FDAに承認された比較的新しい非定型抗精神病薬である。他の非定型抗精神病薬と同様











で深い睡眠を誘発し、かつ REM睡眠を抑制した。これらの作用にはセロトニン 5-HT1Aや 5-HT2A、5-HT7受容体の寄与が
示唆された。 
結論：ルラシドンはその独自の受容体親和性プロファイルから認知機能障害や睡眠障害といった統合失調症患者におけ
るアンメットニーズを満たし、QOLを改善する治療薬であることが期待される。 
 
論文審査の結果の要旨 
本研究は、新規抗精神病薬ルラシドンの薬理作用を調べ、抗ドパミン D4受容体作用が認知機能障害に関与することを
初めて発見し、さらに深睡眠増加作用も示した。抗精神病薬の作用・副作用の発現機序を分子レベルで解明した点で、基
礎科学的にも臨床医学的にも価値が高い発見であり、審査担当者の合議により、学位論文に値するものと判定した。 
